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法令基準と指導基準の区分けについて（統一事項） 

 

１ 法令基準と指導基準 

 

【法令基準】 

・法令に明記されているもの（消防庁告示を含む。） 

・法令の解釈を述べているもの（消防庁からの通知、技術的助言及び質疑等で法令

の解釈を述べているものを含む。） 

【指導基準】 

・上記以外のもの（消防庁からの通知、技術的助言及び質疑等を含む。） 

 

２ 記載方法 

 

  法令に明記されている又は法令の解釈を示しているものには、文末に[◆]をつけ

た。 

 （１）記載例 

  １ 加圧送水装置 

 

  （１）ポンプ方式 

     ポンプを用いる～は、次によること。◆ 

    ア 設置場所 

    （ア） 

ａ 屋内にポンプを設ける場合は、～専用の室に設けること。◆ 

ただし、～この限りでない。 

      （ａ） 

        Ⅰ 

         甲 

        ※① 

          ㋐ 

 

 

   （２） 

     ア 避難器具用ハッチは、～。ただし、～とすること。◆ 

 

 

 

 

  なお、本文中の数字は１桁のみ全角とし、その他は半角とする。また、本文中の、

表、図、別表、別図、別記はゴシックとする。 

※この記載方法ができない場合は、これによらないこととする。 

 （２）表、図、別表、別図、別記の記載例 

ア 表、題名、内容の全てゴシック  

（１）が法令基準 

アが法令基準（ただし書以降を含む。） 

前段が法令基準（ただし書以降は、指導基準） 

二桁は半角（11） 
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    （記載例）第１－３表 上部に記載（タイトルも含め）  

   イ 図と題名、内容も全てゴシック 

    （記載例）第１－３図 下部に記載（タイトルも含め） 

ウ 別表と別図、内容も全てゴシック 上部に記載 

    （記載例）別表 12－１、別図 12－１  

エ 別記と題名はゴシック 内容の表現は、（１）の記載例とする  

（記載例）別記１－１ 

    ※表や図中の数値は全て半角とする。 

    

３ 単位 

 

  本文中の単位は次に統一する。 

  ※明朝体の例 

㎛,㎜,㎝,ｍ,k,m,㎥,㎡,Ω,JIS,℃,㎏,％,sec,min,MPa ,ℓ ,mℓ ,㏓（ルクス）,

㎐（ヘルツ）,kHz,㏅（カンデラ）,mcd（ミリカンデラ）,mil（ミル） 

  ※ゴシック体の例 

㎛,㎜,㎝,ｍ,km,㎥,㎡,Ω,JIS,℃,㎏,％,sec,min,MPa,ℓ ,mℓ ,㏓,㎐,kHz,㏅

mcd,mil 

 

４ その他 

 

（１）用語の定義は、指針の中の用語を定義しているものであるため法令、指導の区

分けはないため、無印とする。 

（２）本基準の適用にあたっては、行政手続法（平成５年法律第 88 条）及び相模原

市行政手続条例（平成９年相模原市条例第 13 号）に基づき、行政指導となる部

分については十分な説明を行い、関係者の理解と協力のもとに安全対策を進める

ことを念頭において指導にあたるものとする。 

 


